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要　旨
　文部科学省の「キャリアガイダンスを適切に大学の教育活動に位置づける」方針に基づく大学全体
の初年次キャリア教育導入を受け，看護学部教務委員会が中心となり，キャリア教育として正課内の
科目と正課外の活動を１年次から４年次まで位置づけ体系化するとともに，キャリアポートフォリ
オを作成した．正課内のキャリア教育として，１年次４月の専門職連携Ⅰ（学部独自プログラム），お
よび，４年次後期の看護学セミナー統合を位置づけた．正課外キャリア教育としては，３年次の学部主
催就職ガイダンス，４年次４月に行う卒業後の進路に関する意向調査と個別相談，就職に関する個別
相談，および，学生が個別に参加するインターンシップや就職ガイダンスを位置づけた．また，キャ
リア教育の基盤的ツールとして既存の看護実践能力自己評価ポートフォリオと合体させた「看護実践
能力自己評価／キャリアポートフォリオ」を作成した．キャリアポートフォリオの目的・定義は，「学
生が，生涯に渡るキャリア形成の基盤として自己を理解し，将来の就職やキャリアデザインを考える
力を育成する目的で，入学時から卒業時までの学習プロセスをひとつにまとめたもの」とした．内容
や書式は他大学の視察も踏まえ，学部教務委員会と学部・研究科教授会での審議をくりかえし作成し
た．学生の就職支援を行う学生生活支援委員会と運用の調整を行った後，H２４年４月より全学年で導
入し，正課内および正課外で活用を開始した．学年進行に沿ってより丁寧なキャリア支援が可能と
なったが，今後も，学生が実際に活用していけるようガイダンスや支援の工夫，より記載しやすい書
式の洗練と，キャリア支援を行う教員へのFDなどを検討していきたい．
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Ⅰ　は じ め に
　近年の大学進学率の上昇に伴う学生の多様化や
職業の多様化と厳しい雇用環境を背景に，平成２０
年１２月文部科学省の中央教育審議会において「学
士課程教育の構築に向けて（答申）」が出され，「学
生が入学時から自らの職業観，勤労観を培い，社
会人として必要な資質能力を形成していくことが
できるよう，教育課程内外にわたり，授業科目の
選択等の履修指導，相談，その他助言，情報提供
等を段階に応じて行い，これにより，学生が自ら
向上することを大学の教育活動全体を通じて支援
する「職業指導（キャリアガイダンス）」を適切
に大学の教育活動に位置づけることが必要であ
る．」ことが提言された１）．千葉大学においても平
成２３年からキャリア教育と就職支援の連携強化が
示され，平成２４年度より初年次キャリア教育を実
施することとなった．キャリア教育体系として正
課内取組と正課外取組を協調して推進することや，
キャリア教育の基盤的ツールとしてキャリアポー
トフォリオを導入すること，クラス担任教員の
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FDの実施が盛り込まれた．
　本稿では，全学の方針を受けた看護学部での
キャリア教育の体系化とキャリアポートフォリオ
作成の経過を報告する．
Ⅱ　看護学部における教育と就職支援の現状
　千葉大学看護学部では，学生全員が看護師・保
健師の，また，一部の学生は助産師の指定規則に
対応した教育課程を学修する．卒業生の約７０％は
看護師として就職し，約２０％は保健師，残りの約
１０％は助産師として就職あるいは進学している．
保健師の就職状況がやや厳しくなってきているも
のの学生の就職率は高く，また，大学で学んだ専
門性が就職に直接結びつくため，学生時代から卒
業後の像が描きやすい特徴がある．千葉大学看護
学部では，教育理念のもとに６つの教育目標
「ジェネラリストの育成」「倫理的感受性」「創造
力や開拓精神」「他職種・市民との協働」「国際的
視野」「自己学習」があり，これらに対応する６
つの卒業時までの到達目標「対象の理解と看護実
践の力」「生命・人権の尊重と擁護」「問題解決能
力」「看護専門職の役割・責務・機能」「文化の多
様性の理解」「自己教育力」を設定している．カ
リキュラムは，卒業時の到達目標にむけて年次と
共に学習を積み上げていく構成となっており，入
学時には「大学生活を展望し，看護学部での自分
自身の学修の焦点を定め，大学で主体的に学ぶた
めの方法を理解する」ことを目的とした専門職連
携Ⅰ（学部独自プログラム）があり，４年次後期
には「４年間の看護学の学修を振り返り，知識・
技術や態度の到達レベルを評価し，今後の学習課
題及び取り組む方法を明確にする」ことを目的と
した看護学セミナー統合が必修科目として位置付
けられている．また，看護専門職として必須であ
る看護実践能力の育成を目指し，卒業時までの到
達目標と関連づけた「看護実践能力自己評価ポー
トフォリオ」が導入されている．「看護実践能力自
己評価ポートフォリオ」は，２年次の技術演習科
目の時から卒業時まで継続して活用している．看
護学部の全教員が関わる専門職連携Ⅰ（学部独自
プログラム）やセミナー統合の検討やシラバス作
成，および，「看護実践能力自己評価ポートフォリ
オ」の検討は学部教務委員会が担っており，学部
教務委員会で審議後，学部・研究科教授会で承認
を得て実施されている．
　また，学生の就職支援については，学生生活支
援委員会が主となり３年次生全員を対象とした就
職ガイダンスに加え，学生が就職を希望する領域
の教員が中心となり個別相談に応じている．
Ⅲ　看護学部のキャリア教育の体系化
　全学の平成２４年度より初年次キャリア教育を実
施するという方針を受け，看護学部のキャリア教
育にかかわる既存の教科科目や学生指導をキャリ
ア教育として体系化していくこととし，平成２３年
１２月から学部教務委員会で検討を始めた．正課内
のキャリア教育として，１年次４月の専門職連携
Ⅰ（学部独自プログラム），および，４年次後期の
看護学セミナー統合を位置づけ，平成２４年度より
シラバスに明記することとした．また，正課外
キャリア教育として３年次の学部主催就職ガイダ
ンス，４年次４月に行う卒業後の進路に関する意
向調査と個別相談，就職に関する個別相談を位置
づけた．また，学生が個別に参加するインターン
シップや就職ガイダンスについても，学生が振り
返り記録することを通してキャリアについて考え
たり体験を積み重ねていけると考え，キャリア教
育として位置づけることとした．
Ⅳ　キャリアポートフォリオ作成に向けた名桜大
学の視察
　キャリアポートフォリオについては，平成２３年
度より「看護実践能力自己評価ポートフォリオ」
の改訂に向けた検討が始まっていたため，キャリ
アポートフォリオと「看護実践能力自己評価ポー
トフォリオ」の二つを合わせて看護学部のポート
フォリオとして作成することとした．
　看護学部のキャリアポートフォリオの検討を始
めるにあたり，平成２４年３月２１日に看護学研究科
の教員３名がキャリアポートフォリオを積極的に
活用している看護系大学である名桜大学の視察を
行った．名桜大学では参画型看護教育を教育課程
の柱にすえ，学生が主体的に学習できる授業を提
供しており，１年次から５～６名のゼミに分かれ，
クラス担当教員とゼミ担当教員が学生を支援して
いる．ポートフォリオは，キャリアポートフォリ
オ（パーソナルポートフォリオ），健康管理ファイ
ル（ライフポートフォリオ），科目ポートフォリオ
（テーマポートフォリオ）の３つを用いており，こ
れらの元ポートフォリオを目標に向かって再構築
し，A３版１枚の凝縮ポートフォリオを作成する
ことで学生の成長を促していた．このうち，キャ
リアポートフォリオは，１，２年の合同ゼミでの
自己紹介から活用することで学生が楽しく自己紹
介ができたり，大学入学までの自己を振り返り未
来を考えることにつながっていた．ポートフォリ
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オの実物を見せていただくと，学生が記念の品を
綴じ込むなど工夫しながら自由に創造し記載して
おり，楽しみながら作成している様子が伺えた．
　看護学部の「看護実践能力自己評価ポートフォ
リオ」は，看護実践能力の育成に向けて学修成果
を記載し自己評価を行う，すなわち，自己教育力
の育成に焦点があてられている．このためやや硬
いイメージがあり，気持ちなどを自由に記載する
ように伝えても記載する学生は少なかった．視察
を終えて，看護学部のキャリアポートフォリオは，
学生の個人としての成長に焦点をあて，卒業時の
到達目標に向けた学習から得られた体験だけでな
く大学生生活全体での体験を含め，学生が自由に
活用できる要素を取り入れることとした．
Ⅴ　看護学部のキャリアポートフォリオの作成と
運用方法の決定
　はじめに，キャリアポートフォリオの目的・定
義を明文化した．既存の「看護実践能力自己評価
ポートフォリオ」の目的・定義は，「看護職とし
て働くうえで必須である看護実践能力が，卒業時
の到達目標に向けてどの位育成されているのか，
その学びのプロセスをひとつにまとめたもの」で
ある．これを踏まえ，キャリアポートフォリオの
目的・定義を「学生が，生涯に渡るキャリア形成
の基盤として自己を理解し，将来の就職やキャリ
アデザインを考える力を育成する目的で，入学時
から卒業時までの学習プロセスをひとつにまとめ
たもの」とした．また，看護実践能力自己評価
ポートフォリオとキャリアポートフォリオを合体
したことで，ポートフォリオの名称を「看護実践
能力自己評価／キャリアポートフォリオ」とした．
　キャリアポートフォリオの内容は，正課内で用
いるものと正課外で用いるものを含むこと，名桜
大学の視察から得た書式にとらわれず学生が自由
に活用できることを考慮した．また，キャリア
ポートフォリオに関する学部・研究科教授会での
討議の中で，入学時になぜ学生が千葉大学看護学
部を選択し何を目指してきたのかという入学まで
の経緯を振り返る内容を含んだほうが良いという
意見が出されていたことや，名桜大学でも入学時
の学生の自己紹介の時に効果的に活用されていた
ことから，専門職連携Ⅰ（学部独自プログラム）
の学習目標を踏まえ，“千葉大学看護学部に入学
した理由と卒業時の自分”についての用紙を加え
原案とした．作成した原案が学部・研究科教授会
で承認された後，平成２４年３月３０日教務委員会と
学生生活支援委員会の合同会議により，就職支援
に関する活動でのキャリアポートフォリオの具体
的な運用方法について話し合い，合意を得た．最
終的に，看護学部のキャリアポートフォリオの内
容と運用方法を表１のように決定した．書式はす
べて看護学部のホームページからダウンロードで
きるようにすると共に，資料類を綴じられるよう
クリアファイルを加えた．
　平成２４年４月の履修ガイダンスにおいて学生に
表1　キャリアポートフォリオの内容と運用方法
科目等の位置づけと提出方法記載時期キャリアポートフォリオの内容
「専門職連携Ⅰ（学部独自プログラム）」で活用．
指定の期日までに学務係に提出．
返却後は，看護実践能力自己評価・キャリアポートフォリ
オに綴じる
１年次４月千葉大学看護学部に入学した理由と卒
業時の自分
１年次４月研究室訪問を通しての学びと今後の学
生生活についての展望
３年次の学部主催就職ガイダンスで活用．
それ以外は，各自が説明会やインターン等に参加した際に
記載し，看護実践能力自己評価・キャリアポートフォリオ
に綴じる
２～４年就職ガイダンス／インターン等への参
加記録
３年次の学部主催就職ガイダンスで活用．
それ以外は，各自が教員等へ相談した際に記載し看護実践
能力自己評価・キャリアポートフォリオに綴じる
２～４年教員等への相談記録
４年次４月に記載し，指定の期日までに学務係に提出．返
却後は，看護実践能力自己評価・キャリアポートフォリオ
に綴じる
４年次４月残された実習や卒業研究で取り組みた
いこと・卒後の進路
４年次後期に記載し，就職の推薦文を書いてもらうときな
ど，就職活動に活用
４年次後期４年間に勉学以外で頑張ったこと・自己
推薦文
「セミナー統合」統合実習の分野毎に実施．
その際に作成した資料やレポートを看護実践能力自己評
価・キャリアポートフォリオに綴じる
４年次後期セミナー統合のレポート等
（書式自由）
＊記録用紙だけでなくクリアファイルを加え資料等を自由にはさみこめるようにする．
＊記録用紙は，看護学部のHPからダウンロードできるようにする
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対し「看護実践能力自己評価／キャリアポート
フォリオ」の説明を行った．１年次学生には入学
後最初の授業となる専門職連携Ⅰ（学部独自プロ
グラム），すなわち正課内で用いることで学生全
員にキャリアポートフォリオを意識づけた．専門
職連携Ⅰ（学部独自プログラム）で行われた研究
室訪問での自己紹介では，キャリアポートフォリ
オを用いて看護学部入学までを振り返り発表した
学生もおり，グループで共有することで学生たち
がより具体的な目標や将来像を話し合っていた．
また，２年次学生には，「看護実践能力自己評価
／キャリアポートフォリオ」配布の際に，前年４
月に記載した「研究室訪問を通しての学びと今後
の学生生活についての展望」を返却し，キャリア
ポートフォリオに綴じてもらった．学生たちは，
入学時に自分が書いた文章を読み感想を話す場面
もみられた．既に看護実践能力自己評価ポート
フォリオを活用している３，４年次学生には，４
月の履修ガイダンス時に変更点の説明とキャリア
ポートフォリオの配布を行った．
Ⅵ　考　　　察
　文部科学省の「キャリアガイダンスを適切に大
学の教育活動に位置づける」方針に基づく大学全
体の初年次キャリア教育導入を受けて，看護学部
においてキャリア教育を体系化し，キャリアポー
トフォリオを作成した．看護学生は入学時から看
護職志望の強い学生が約９０％を占め，看護職に愛
着があったり好きだという情緒的要素が強いこと
２），看護学生および看護職者の両者ともに「奉仕・
社会貢献」に対するキャリア志向が最も強い３）こ
とが報告されており，看護学部に入学してくる学
生はキャリアを描きやすい集団といえる．一方で
学生の就職相談をしていると，看護職ということ
は揺らぎがなくても，具体的な就職を考える根拠
が不明確な学生も多いと感じる．看護学部の学生
はキャリアを描きやすく就職に対する不安が少な
いことが，一方で自分自身のキャリアを深く考え
る機会を少なくしているとも考えらえる．看護職
には様々な職種や活動の場があるため，より踏み
込んだキャリア支援が必要と考える．
　看護学生の職業的アイデンティティ形成につい
て経年的に調べた研究では，３年間を通して最も
得点が高かった項目は「もっと看護の技術を磨き
たい」であったが，その動機は，「憧れ」「学習の
困難感」「よい看護を提供するため」と，学年進
行に伴い変化しており，それぞれの時期にあった
指導の重要性が報告されている４）．看護学部の教
育は，普遍教育科目，専門基礎科目，専門科目が
段階的に積み重なり，臨地実習や卒業研究を通し
て学びを統合していく．千葉大学看護学部におい
てキャリア教育が導入される前から，４年間の学
修を振り返り評価し今後の学習課題及び取り組む
方法を明確にするセミナー統合がすでに必修科目
として行われていたことは意義が大きい．今回の
キャリア教育の体系化により，入学時から正課
内・正課外のキャリア教育が明確に示され，キャ
リアポートフォリオというツールを用いて学生の
成長や学びのプロセスを一元化することができる
ようになった．学年進行に沿ってより丁寧なキャ
リア支援が可能となったが，学生が実際に「看護
実践能力自己評価／キャリアポートフォリオ」を
活用していけるよう，学生へのガイダンスや支援
の工夫，より記載しやすい書式の洗練が必要であ
ろう．また，キャリア支援を行う教員もポート
フォリオを学生と共有できるよう，FDを開催す
ること，キャリアポートフォリオの評価などにつ
いて検討していきたい．
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